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6. 大学院人文情報連係学府３ポリシーについて 

I  ディプロマ・ポリシー 

教育の目的 AI 技術の発展などにより、データサイエンスの方法論と先端技術が学術分野

のみならずビジネスや日常生活の在り方まで激変させている。ここで問題は、

データのデジタル化とその分析、活用の促進は叫ばれているが、データの分析

と評価において人間を中心とした視点が重要なことが強調されていない点で

ある。こうした状況において、「人文情報学」には、「人間存在」を中心とした

視点に立って、どのようなデータを構築し、いかなる視点から評価、分析する

か、また AI は「何を学ぶべきか」、「何を正しいとするか」といった根源的課

題を思考し、分野の壁を越えた他分野との積極的な協働によって、人類社会の

未来を切り拓く役割が期待されている。 

本学位プログラムは、「人文情報学」の視座から新たな価値発見・創造と社会モ

デルの構築に寄与できる人材を育成することを教育の目的とする。人文科学

府、統合新領域学府ライブラリーサイエンス専攻、数理・データサイエンス教

育研究センターの連係・協力の下、人文学の各専門分野と情報管理学の最新の

知見、データサイエンスの基礎的知見、現場での実践的教育の機会を学生に提

供することで、データを人文学的視点から分類、評価、分析、管理する能力を

培い、人文学、情報科学の各分野で新たな研究領域を開拓するとともに、現代

社会が直面する情報と技術をめぐる諸問題の解決にも貢献できる人文情報学

の人材を養成する。 

参照基準 日本学術会議大学教育の分野別質保証のための教育課程編成上の参照基準（言

語・文学、歴史学、地理学、社会学、心理学、哲学、数理科学、情報学分野）

に準拠 

学修目標 A. 基本目標（「人間社会のためのデータ活用」と「社会変革の実現」） 

データを人文学的視点から分類、評価、分析、管理する能力を培い、人文学

と情報科学の各分野で新たな研究領域を開拓するとともに、現代社会が直面

する情報と技術をめぐる諸問題の解決にも貢献できる。 

A-1.  

人文学の教育研究が主眼としてきた「人間存在の奥深さ」と「文化・歴史・

社会の多様性」への深い理解を基盤として、情報やデータを人文学的視点か

ら分類、分析、評価し、新たな価値を発見・創造することができる。 

A-2. 

 情報管理学が蓄積してきた情報ガバナンスの知見と経験を理解し、それを

人文学とデータサイエンスの知と融合させ、適切な手法で社会実装し、広く

社会の共有財産として活用することができる。 

A-3. 

データサイエンスの手法の基本原理を理解し、自らの専門分野に活用するこ
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とができる。 

A-4. 

以上の３つの力を有機的に統合して、人文情報学による新たな価値の視座を

創造することができる。 

 

B.  専門的技能 

B-1. 知識・理解の応用 

B-1-1.（資料の蒐集・分析能力） 

人文学の各専門領域に関する文献や一次資料、調査データを蒐集し、情報科

学の手法および各分野の専門的な方法論にもとづいてデジタルデータとし

て活用できる形で整理・分析することができる。 

B-1-2.（文献の読解力） 

様々なデータベースを活用しながら、過去に蓄積された重要な文献、とりわ

け古典を厳密かつ精確に読解し、先行研究を踏まえつつ批判的に考察するこ

とができる。 

B-1-3. （表現力） 

他者と建設的な議論をするとともに、自分の意見を明確に表現し、研究成果

を学会における口頭発表や学術論文によって発信できる。 

B-1-4.（外国語運用能力） 

外国語の運用能力を高め、新たな専門的知識を獲得できると同時に、自らの

研究成果を世界に発信することができる。 

B-2. 新しい知見の創出 

B-2-1.（知識・理解の深化と統合） 

人文学の根本的な問いを追究しつつ、情報科学の知見も修得することによ

り、情報科学には人間存在を中心とした視点を導入しその新たな展開に寄与

するとともに、人文学には情報科学の手法によって新しい地平を開くこと

で、新たな価値発見・創造と社会モデルの構築に貢献できる。 

B-2-2.（独創性） 

人文情報学の視点から問題提起を行い、人文学や情報科学における学術的課

題を解決するための方法を提示できる。 

 

C. 社会における知識・理解の活用（他者を尊重する公平な姿勢） 

他者との建設的な討議を通じて、より公平かつ客観的な立場から、自らの研

究成果を社会で活用することができる。 
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II  カリキュラム・ポリシー 

ディプロマ・ポリシーを達成するために、別表（カリキュラム・マップ）の通り、教育課程を

編成する。 

1. 人文情報学の研究を進める上で必須となる基礎的知識・理論を修得し、他の専門分野との

高次な融合にスムーズに取り組めるよう、「共通基礎科目」として「人文情報学」、「情報

管理学」、「データサイエンス」の各概論と「アカデミックプレゼンテーション」を配置す

る。 

2. 本プログラムの根幹となる「人間存在の視点」を深めると同時に、情報の管理や運用に関

する知識とデータ分析の基礎となるデータサイエンスの知見を修得するために、「専門科

目」を配置する。専門科目での学習を通じて、自らの専門分野の研究を深化させると同時

に、他の専門分野への関心も深め、研究の融合に主体的に取り組めるようになることを目

指す。「人文学専門科目」、「情報科学（情報管理学）専門科目」、「情報科学（データサイ

エンス）専門科目」を配置する。 

3. 講義や演習を通じて獲得した知識や視座を社会で実践する力を高めるため、「実践科目」

を配置する。学外の各種機関において実務経験を積む「インターンシップ」や、他分野、

特に理科系の研究者に自らの研究を説明し、ディスカッションを行うコミュニケーション

力を養成する「データサイエンスプレゼンテーション」を開講する。 

4. 自らの研究の方向性を定め、異分野融合の研究を行って、レベルの高い修士論文の作成に

繋げるため、専門分野の異なる複数の教員からなる指導チームによる「論文指導」を配置

する。 

 

【コースワーク】 

本学位プログラムにおいては、「共通基礎科目」、「専門科目」、「実践科目」、「論文指導」からな

る教育課程を編成する。 

1. 共通基礎科目：８単位 

「人文情報学概論」（人文科学府教員担当）、「情報管理学概論」（統合新領域学府ライブラ

リーサイエンス専攻教員担当）、「データサイエンス概論」（数理・データサイエンス教育

研究センター教員担当）、「アカデミックプレゼンテーション」（人文科学府教員担当）。 

2. 専門科目：20 単位 

「人文学専門科目」、「情報科学（情報管理学）専門科目」、「情報科学（データサイエン

ス）専門科目」。人文学、情報科学（情報管理学）、情報科学（データサイエンス）の各専

門科目は各４単位以上を必修とし、学生が専門分野の研究を深化させるとともに、他の専

門分野との融合に取り組めるようにする。なお人文学的視点の体系的かつ効果的な学習が

可能になるよう、人文科学府人文基礎専攻、歴史空間論専攻、言語・文学専攻の開設科目

の中から、指導チームの教員による履修指導の上、履修科目を選択し、８単位を越えない

範囲で「専門科目」の単位とすることができる。以上、学生が自らの関心と必要に応じ

て、独自カリキュラムを柔軟に構築できるようにする。 
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3. 実践科目：４単位 

「インターンシップ」と「データサイエンスプレゼンテーション」。 

4. 論文指導：２単位 

指導教員を中心とした指導チーム（後述）によって、研究及び修士学位論文作成のための

助言と指導等を行う。 

 

【研究指導体制】 

学生全体の指導はコーディネーター役の教員が行う。コーディネーター教員は、各学生のカリ

キュラム構成や履修状況等を把握し、各種の相談（指導チームの編成、履修指導、インターン

シップ先など）に対応して、入学から修了時まで学生のサポート全般を担う。また、学生の就

学状況などを管理し、就学の指導や相談を随時行う。 

学生の個別指導は、本プログラムの連携部局の教員から構成される指導チーム（主指導教員１

名、副指導教員２名以上）によって行う。教員の選択は学生の意志に基づき決定するが、指導

チームの教員は必ず複数の部局から選択するものとする。指導チームは、学生の関心に応じて

学生が体系的かつ効果的に学習と研究ができるよう、入学から修了時まで学生の関心に沿って

学習と研究の状況を把握し、主指導教員を中心にアドバイスと指導を行う。専門科目と実践科

目の履修指導、研究テーマの設定などについて、きめ細かい指導を実施する。 

 

【学位論文審査体制】 

指導チームを含む論文審査委員会が、提出された修士論文及び最終試験（口頭）に基づいて審

査を行う。 

 

【継続的なカリキュラム見直しの仕組み（内部質保証）】  

《アセスメント・プラン》 修士論文を共通ルーブリックによって評価した結果と、カリキュラ

ムについての学生へのアンケートの結果を、コーディネーター役教員と学務委員会が中心とな

って 分析し、授業科目内の教授方法や授業科目の配置等の改善の必要がないかを検討すること

で、教学マネジメントを推進する。 
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III  アドミッション・ポリシー 

求める学生像 AI 技術の急速な発展により、社会及び学術研究とデータ・情報をめぐる状況は

大きな転換点を迎えている。本学位プログラムでは、人文学、情報科学などに

学問的基盤を持つ学生で、特に人文学的知に興味を持ち、その視座から人文学、

情報科学を高次な次元で融合して人文情報学を推進するとともに、社会の諸課

題にも挑戦しようとする意欲を持つ学生を求める。具体的には、以下のような

関心や希望を持つ学生の入学を歓迎する。 

 

〇人文学が蓄積してきた問題意識や問いに対して、情報科学のアプローチから

チャレンジする意欲を持つ人。 

〇データ駆動型の学問領域や文書・映像情報の管理方法などに対して、人文学

的視点からの貢献を考えている人。 

〇各種企業や官公庁、NPO 等の情報ガバナンスにおいて、人文情報学の知識の

活用を考えている人。 

入学者選抜方

法との関係 

入学選抜にあたっては、何よりも本学位プログラムの教育理念にふさわしい人

材の確保を基本方針とする。基礎学力及び学問的基盤を確認するため、志望者

に人文学と情報管理学に関する専門知識とデータサイエンスに関する基礎知

識及び語学力を問い、さらに面接を課す。 
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